
 

 

 

 

１．日時：平成２４年２月２９日（水）13:30～15:30 

 

２．場所：合同庁舎２号館８階会議室 

 

３．出席委員：第１部会 会長 今岡 務    広島工業大学環境学部 

第１部会 委員 米倉 亜州夫  広島大学名誉教授 

第１部会 委員 戸田 常一   広島大学大学院社会科学研究科 

 

                        

４．議事次第： 

 

（１）審査対象工事の全体説明 

   審査対象工事件数・・・全２６件 

＜件数の内訳＞ 

・技術提案の審査（入札前審査・・・４件） 

表１【標準型（Ⅱ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

一般土木 - - - 2 - 2 

計 0 0 0 2 0 2 

 

表２【簡易型】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

AS 舗装 1 - - - - 1 

建築 - 1 - - - 1 

計 1 1 0 0 0 2 

 

・評価項目・加算点の審査（公告前審査・・・７件） 

表３【標準型（Ⅰ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

PC - - - 3 - 3 

計 0 0 0 3 0 3 
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表４【標準型（Ⅱ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

PC - 1 - - - 1 

機械設備 - - - 1 - 1 

計 0 1 0 1 0 2 

 

表５【簡易型】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

AS 舗装 - - 2 - - 2 

計 0 0 2 0 0 2 

 

・開札後整理案件・・・１５件 

表６【標準型（Ⅰ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

一般土木 - - - 1 - 1 

鋼橋上部 - - - 2 2 4 

PC - - - 1 - 1 

電気設備 - - - - 1 1 

暖冷房衛生 - - - - 1 1 

建築 - - - 1 - 1 

計 0 0 0 5 4 9 

 

表７【標準型（Ⅱ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

鋼橋上部 - 1 - 1 - 2 

AS 舗装 - - - 1 - 1 

セメント・コン

クリート舗装 
- 1 - - - 1 

計 0 2 0 2 0 4 

 



表８【簡易型】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

建築 - 1 - - - 1 

電気設備 - 1 - - - 1 

計 0 2 0 0 0 2 

 

 

（２）審査対象業務の全体説明 
  １）審査対象業務件数・・・全１１件 

＜件数の内訳＞ 

・評価項目・加算点の審査（公示前審査・・・７件） 

 
表９ 総合評価落札方式 

 
 
 
 
 
 
 
 

表１０ プロポーザル方式 
 
 
 
 
 
 

 

・評価項目・加算点の審査（入札前審査・・・４件） 

 
表１１ 総合評価落札方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．主な意見の概要 

（業務審査） 
【道路交通円滑マネジメント分析検討業務】 

●業務名称が、業務内容と整合していないように思われる 
→業務内容に合うように再考したい 

【中国地方整備局技術審査業務】 
●応募者が１社のみとなっているが、新規参入しずらい業務内容か？ 
→公共サービス改革法に基づく「民間競争入札」を導入し、参入しやすい要件を設定しているが、技

総合評価落札方式 
工種 

簡易型 標準型 

調査・検討 2 － 

計 2 ０ 

工種 公募型 簡易公募型 標準型 

調査・検討 - 5 - 

計 0 5 0 

総合評価落札方式 
工種 

簡易型 標準型 

発注者支援 - 1 

調査・検討 3 - 

計 3 1 



術力が重要な業務であり、新規参入者が出ていないのが実状。 
 
その他、評価手法及び評価に関する助言を頂く 

 



◆第１１回総合評価審査委員会　審査対象工事一覧

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1 出雲河川
河
川

⑩ ○
斐伊川放水路大津地区河床
保護外工事

一
般
土
木

河
川
構
造
物

　斐伊川放水路完成に
向け、分流部に設置し
ている仮締切
（L=1,000m、
V=105,000m3）を撤去
し、根固めブロックを製
作・据付（N=3,200）及
び護岸工
（A=11,430m2）を施工
するもの。

　既設の鋼矢
板二重仮締切
を撤去し、分流
部の河床部へ
約3,200個の根
固めブロックを
製作し据付を
行うほか、仮締
切接続部への
護岸工（二次製
品）を施工する
もの。

－

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ ○ ○ 85.0 30 15 15 55.0

根固めブロッ
クコンクリー
トの品質・耐
久性向上

25 25.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 5.0 5.0 10.0

2 出雲河川
河
川

10 ○
斐伊川放水路上塩冶地区河
床整備工事

一
般
土
木

河
川
構
造
物

　斐伊川放水路開削
部の工事用道路部を
延長1,200mに渡り掘
削（岩掘削
V=61,000m3）し、河床
保護コンクリートを施
工（A=31,000m2）する
もの。

　スレーキング
の著しい基礎
岩盤部に、掘
削後速やかに
河床保護コンク
リート板（標準：
5m×5m×
0.3m）を打設す
るもの。打設す
るコンクリート
は約10,000m3
になる。

－

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ ○ ○ 85.0 30 15 15 55.0

河床保護コ
ンクリートの
品質・耐久性
向上

25 25.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 5.0 5.0 10.0

3
松江国道
事務所

道
路

10 ○
尾道・松江自動車道大吉田
南地区舗装工事

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

舗
装

排水性舗装（車道）
　A=15,700m2
擁壁工　１式
排水構造物工　１式
縁石工　１式
道路付属施設工　１式
橋梁付属物工　１式

－

一
般
競
争

簡
易
型

（
実
績
重
視

）

－ ○ ○ 55.0 30 15 15 25.0 0.0 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 19.0 5.0 5.0 1.0 1.0

4 本局
営
繕

9 ○ 宇部合同庁舎防水改修工事
建
築

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上５階地下１階建
延床面積　約4,460㎡
修繕一式
外

本工事は、合
同庁舎の入居
官署での業務
を行いながら行
う工事であり、
来庁者及び職
員への環境を
維持するため
「騒音、振動、
粉塵対策」は重
要である。

－

一
般
競
争

簡
易
型

(

従
来
方
式

)

－ ○ ○ 66.0 30 15 15 36.0

騒音、振動、
粉塵対策に
関する技術
的所見

10 10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0 0.0

5
松江国道
事務所

道
路

○ －
仁摩温泉津道路
　湯里高架橋ＰＣ上部工事

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

Ｐ
Ｃ

4径間連続PCﾗｰﾒﾝ箱
桁橋　L=357.0m
A1橋台　N=1基

橋梁の構造体
として重要であ
る上部工につ
いて良好な品
質を持ったプレ
ストレスト・コン
クリート構造物
とする事が重
要である。また
橋台は重要構
造物であり、
「橋台コンク
リート及び基礎

備
　
　
考

施工管理体制

⑦
配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

合
計

工事概要

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

種
別

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

評価内容３評価内容１ 評価内容２

施工能力技術提案

合
計

施
工
体
制
評
価
点
計
①

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性
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④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

備
　
　
考

施工管理体制

⑦
配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

合
計

工事概要

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

種
別

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

評価内容３評価内容１ 評価内容２

施工能力技術提案

合
計

施
工
体
制
評
価
点
計
①

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

6
浜田河川
国道事務
所

道
路

○ －
浜田・三隅道路
　折居川橋ＰＣ上部工事

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

Ｐ
Ｃ

3径間連続PCﾗｰﾒﾝ箱
桁橋　L=200.0m
A2橋台　N=1基

橋梁の構造体
として重要であ
る上部工につ
いて良好な品
質を持ったプレ
ストレスト・コン
クリート構造物
とする事が重
要である。また
橋台は重要構
造物であり、
「橋台コンク
リート及び基礎

7
福山河川
国道事務
所

道
路

○ －
尾道・松江自動車道
　芦田川橋ＰＣ上部工事

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

Ｐ
Ｃ

3径間連続PCﾗｰﾒﾝ箱
桁橋　L=195.0m

橋梁の構造体
として重要であ
る上部工につ
いて良好な品
質を持ったプレ
ストレスト・コン
クリート構造物
とする事が重
要である。

8
出雲河川
事務所

河
川

○ －
大橋川天神川水門ゲート新
設工事

機
械
設
備
工
事

河
川
用
水
門

ｹﾞｰﾄ設備
　ﾗｲｼﾞﾝｸﾞｾｸﾀｹﾞｰﾄ
　N=2門

ゲート設備は、
使用する部材
や材質が多岐
にわたるととも
に直接水圧荷
重を受ける可
動体でもあるこ
とから、ゲート
設備の品質向
上が設備の運
用に重要であ
る。

9
山口河川
国道事務
所

道
路

○ －
下関北バイパス
　綾羅木高架橋ＰＣ第２上部
工事

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

Ｐ
Ｃ

8径間連続PC中空床
版橋　L=211.0m

橋梁の構造体
として重要であ
る上部工につ
いて良好な品
質を持ったプレ
ストレスト・コン
クリート構造物
とする事が重
要である。

10
三次河川
国道事務
所

道
路

○ －
尾道・松江自動車道
　金田外舗装工事

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

舗
装

排水性舗装（車道）
　A=25,800m2
排水構造物工　１式
縁石工　１式
道路付属施設工　１式
橋梁付属物工　１式

排水性アスファ
ルト合材は空
隙率が高く、温
度低下が早い
ことから、排水
性アスファルト
の温度管理や
温度低下対策
等は品質を確
保する上で重
要である。

－

一
般
競
争

簡
易
型

○ ○ ○ 70.0 30 15 15 40.0

11
三次河川
国道事務
所

道
路

○ －
尾道・松江自動車道
　後山外舗装工事

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

舗
装

排水性舗装（車道）
　A=32,000m2
排水構造物工　１式
縁石工　１式
道路付属施設工　１式
橋梁付属物工　１式

排水性アスファ
ルト合材は空
隙率が高く、温
度低下が早い
ことから、排水
性アスファルト
の温度管理や
温度低下対策
等は品質を確
保する上で重
要である。

－

一
般
競
争

簡
易
型

○ ○ ○ 70.0 30 15 15 40.0
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◆第１１回総合評価審査委員会　開札後整理工事一覧

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1
鳥取河川
国道事務
所

道
路

⑤ 8
鳥取西道路本高第２高架橋
鋼上部工事

鋼
橋
上
部

橋
梁

鋼１０径間連続合成少
数鈑桁橋
L=382m
（支間長28.7m＋36.0m
＋4@44.5m＋3@36.0m
＋28.7m）

橋梁の構造体として重要であ
る床版工について、良好な品
質を持った鋼・コンクリート合
成床版構造物とするため、構
造物の品質・耐久性向上が
重要である。また、耐候性鋼
材の表面に保護性さび層が
形成されることが必要であり、
その成否が構造物の機能、
性能に与える影響は大きい。
よって、その耐候性の向上及
び鋼材の耐食性の向上に関
する施工中の配慮は重要で
ある。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

－ ○ － 90.0 30 15 15 60.0

鋼・コンク
リート合成床
版の品質・耐
久性向上

30

桁（鋼材）
の耐候性・
耐食性の
向上

30 60.0 0.0 0.0

2
松江国道
事務所

道
路

6 ⑨
仁摩温泉津道路福光改良第
２工事

一
般
土
木

改
良

道路改良L=790m
　掘削V=169,000m3
　盛土V=195,000m3
　橋台N=1基
　橋脚N=1基
　函渠N=1基
　補強土壁　1式

本工事の主体が掘削工及び
法面工であり、現場特性、施
工条件等を踏まえ、施工する
ことが必要である。
また橋台・橋脚は重要構造物
であり、下部工コンクリートの
品質・耐久性の向上が重要で
ある。

－

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

○ ○ ○ 88.0 30 15 15 58.0
道路土工・法
面工の品質
向上

20

下部工コンク
リートの品
質・耐久性向
上

20 40.0 3.0 1.0 2.0 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0 12.0 3.0 3.0 6.0

3
松江国道
事務所

道
路

6 9
仁摩温泉津道路福波第１高
架橋鋼上部工事

鋼
橋
上
部

橋
梁

鋼上路アーチ橋
L=158.0m
（支間長：22.0m＋
106.0m＋28.0m)

橋梁の構造体として重要であ
る床版工について、良好な品
質をもった鋼・コンクリート合
成床版とすることが重要であ
る。また、塗装橋梁である本
橋梁においては、橋梁の長寿
命化の為に良好な品質をもっ
た塗装とすることが重要であ
る。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

－ ○ － 90.0 30 15 15 60.0

鋼・コンク
リート合成床
版の品質・耐
久性向上

30
鋼橋塗装の
品質・耐久性
向上

30 60.0 0.0 0.0

4
松江国道
事務所

道
路

4 ⑨
仁摩温泉津道路馬路第１高
架橋ＰＣ上部第３工事

Ｐ
Ｃ

橋
梁

ＰＣ４径間連続ラーメン
箱桁橋　Ｌ＝260.0ｍ
（49.0m+80.0m+80.0m
+49.0m）

橋梁構造体として重要である
上部工について、良好な品質
を持ったコンクリート構造物と
するため、耐久性向上を目的
として「上部コンクリート」及び
「ＰＣケーブルの」良質な品
質・耐久性の確保を図る必要
がある。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

－ ○ － 80.0 30 15 15 50.0

上部工コンク
リートの品
質・耐久性向
上に関する
施工計画

30

ＰＣケーブル
の品質・耐久
性向上に関
する施工計
画

20 50.0 0.0 0.0

5
広島国道
事務所

道
路

6 9
広島南道路本川橋鋼上部第
２工事

鋼
橋
上
部

橋
梁

鋼６径間連続非合成
箱桁橋L=310.0m
本工事製作対象：右岸
側4径間L=197.0m
（支間長：2@59.5m＋
48.5m＋33.6m）

塗装橋梁である本橋梁にお
いては、橋梁の長寿命化の
為に良好な品質をもった塗装
とすることが重要である。
また市街地の住居地域に近
接しており、施工時に発生す
る騒音抑制に配慮する必要
がある。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

－ ○ － 80.0 30 15 15 50.0
鋼橋塗装の
品質・耐久性
向上

30

施工中の近
隣住民に対
する騒音対
策

20 50.0 0.0 0.0

6
広島国道
事務所

道
路

6 10
広島南道路天満川橋鋼上部
工事

鋼
橋
上
部

橋
梁

鋼５径間連続非合成
箱桁橋L=261.0m
（支間長：36.6m＋
3@55.0m＋58.0m）

塗装橋梁である本橋梁にお
いては、橋梁の長寿命化の
為に良好な品質をもった塗装
とすることが重要である。
また市街地の住居地域に近
接しており、施工時に発生す
る騒音抑制に配慮する必要
がある。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

－ ○ － 80.0 30 15 15 50.0
鋼橋塗装
の品質・耐
久性向上

30

施工中の
騒音対策
に関する
施工計画

20 50.0 0.0 0.0

地域

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

合
計

合
計

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力

施工能力

合
計

備
　
　
考

評価内容１ 評価内容２

⑥
地
元
企
業
活
用

技術提案
②加算点

入札方式
総合評価

方式 高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が判断できる
工事内容やサイト特性をわかりやすく

記載すること）

No.
区
分

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名
種
別

工
事
種
別

工事概要



④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地域

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

合
計

合
計

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力

施工能力

合
計

備
　
　
考

評価内容１ 評価内容２

⑥
地
元
企
業
活
用

技術提案
②加算点

入札方式
総合評価

方式 高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が判断できる
工事内容やサイト特性をわかりやすく

記載すること）

No.
区
分

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名
種
別

工
事
種
別

工事概要

7
岡山営繕
事務所

営
繕

⑤ ⑨ 岡山法務総合建築工事
建
築

営
繕

庁舎
鉄筋コンクリート造
地上６階建
延床面積　約10,067㎡
新築１棟
外

構造体コンクリートの品質・耐
久性の向上対策は、建物を
構成する上で重要である。ま
た、近隣施設に支障を与えな
い観点から敷地内外における
騒音、振動、粉塵、排気ガス
対策は重要である。

○

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅰ
型

)

－ ○ － 80.0 30 15 15 50.0

構造体コンク
リートの品
質・耐久性の
向上に関す
る施工計画

30

敷地内外に
おける騒音、
振動、粉塵、
排気ガス対
策に関する
施工計画

20 50.0 0.0 0.0

8
岡山営繕
事務所

営
繕

⑥ 9 岡山法務総合電気設備工事

電
気
設
備

営
繕

庁舎
鉄筋コンクリート造
地上６階建
延床面積　約10,067㎡
新築１棟外に伴う
電気設備工事
新設一式

本工事は庁舎新築に伴う電
気設備工事であり、電力設備
用ケーブル配線の品質確保
及び受変電設備の品質確保
は、設計で要求された建物性
能を実現する上で重要であ
る。

－

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅰ
型

)

－ ○ ○ 90.0 30 15 15 60.0

電力設備用
ケーブル配
線の品質向
上に関する
施工計画

25

受変電設備
の品質向上
に関する施
工計画

15 40.0 4.0 2.0 1.0 1.0 3.0 2.0 1.0 1.0 15.0 5.0 5.0

9
岡山営繕
事務所

営
繕

6 9 岡山法務総合機械設備工事

暖
冷
房
衛
生
設
備

営
繕

庁舎
鉄筋コンクリート造
地上６階建
延床面積　約10,067㎡
新築１棟外に伴う
機械設備工事
新設一式

本工事は庁舎新築に伴う機
械設備工事であり、配管工事
の品質確保及びダクト工事の
品質確保は、設計で要求され
た建物性能を実現する上で
重要である。

－

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅰ
型

)

－ ○ ○ 90.0 30 15 15 60.0

配管工事（空
気調和、給
水又は排水
設備）の品質
向上に関す
る施工計画
（保温工事含
む）

25

ダクト工事
（空気調和又
は換気設備）
の品質向上
に関する施
工計画（保温
工事含む）

15 40.0 4.0 2.0 1.0 1.0 3.0 2.0 1.0 1.0 15.0 5.0 5.0

10
鳥取河川
国道事務
所

道
路

6 10
鳥取西道路本高第１高架橋
鋼上部工事

鋼
橋
上
部

橋
梁

鋼４径間連続合成少
数鈑桁橋L=155.0m
（支間長：34.1m＋
2@42.5m＋34.1m）

耐候性鋼材の表面に保護性
さび層が形成されることが必
要であり、その成否が構造物
の機能、性能に与える影響は
大きい。よって、その耐候性
の向上及び鋼材の耐食性の
向上に関する施工中の配慮
は重要である。

－

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

－ ○ ○ 80.0 30 15 15 50.0

桁（鋼材）
の耐候性・
耐食性の
向上

30 30.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 0.0

11
鳥取河川
国道事務
所

道
路

6 10
鳥取西道路野坂川橋鋼上部
工事

鋼
橋
上
部

橋
梁

鋼４径間連続非合成
少数鈑桁橋L=176.0m
（支間長：42.2m＋
52.0m＋44.0m＋
36.2m）

耐候性鋼材の表面に保護性
さび層が形成されることが必
要であり、その成否が構造物
の機能、性能に与える影響は
大きい。よって、その耐候性
の向上及び鋼材の耐食性の
向上に関する施工中の配慮
は重要である。

○

指
名
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

－ ○ ○ 60.0 30 15 15 30.0

桁（鋼材）
の耐候性・
耐食性の
向上

30 30.0 0.0 0.0

12
松江国道
事務所

道
路

4 8
尾道・松江自動車道大万木ト
ンネル北舗装工事

セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

C
o
舗
装

コンクリート舗装
A=22,000m2
排水構造物工　１式
道路付属物工　１式

トンネル内の構造体として重
要であるコンクリート舗装につ
いて、より良質な品質を持っ
たコンクリート構造物とするた
め、構造物の耐久性向上を
目的として「連続鉄筋コンク
リート版」の品質・耐久性の確
保を図る必要がある。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

－ ○ － 60.0 30 15 15 30.0

連続鉄筋コ
ンクリート版
の品質・耐久
性向上に関
する施工計
画

30 30.0 0.0 0.0

13
岡山国道
事務所

道
路

6 ⑩ 笠岡電線共同溝第４工事

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

電
線
共
同
溝

電線共同溝
　L=740m

当該工事区間（一般国道2
号）は笠岡市中心部の主要
幹線道路であり商店等が隣
接していることから自動車交
通量、歩行者や自転車が多
いため、第三者への安全対
策が重要である。

－

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ ○ ○ 83.0 30 15 15 53.0

施工時にお
ける一般交
通（車両及び
歩行者）に対
する安全対
策に関する
施工計画

25 25.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 5.0 3.0 8.0



④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地域

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

合
計

合
計

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力

施工能力

合
計

備
　
　
考

評価内容１ 評価内容２

⑥
地
元
企
業
活
用

技術提案
②加算点

入札方式
総合評価

方式 高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が判断できる
工事内容やサイト特性をわかりやすく

記載すること）

No.
区
分

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名
種
別

工
事
種
別

工事概要

14 本局
営
繕

8 ⑩
海保大学生寮その他耐震建
築改修工事

建
築

営
繕

学生寮（既存）
鉄筋コンクリート造
地上４階建
延床面積　約7,359㎡
修繕一式
第二実験室Ａ棟（既
存）
鉄筋コンクリート造
地上２階建
延床面積 約1 339㎡

本工事は、既存学生寮及び
第二実験室Ａ棟の耐震改修
主体の工事であるため、「耐
震改修における施工上配慮
すべき事項に関する技術的
所見」を評価項目とする。

－

一
般
競
争

簡
易
型

(

従
来
方
式

)

－ ○ ○ 66.0 30 15 15 36.0

耐震改修に
おける施工
上配慮すべ
き事項に関
する技術的
所見

10 10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0

15 本局
営
繕

8 10
海保大学生寮その他耐震設
備改修工事

電
気
設
備

営
繕

学生寮（既存）
鉄筋コンクリート造
地上４階建
延床面積　約7,359㎡
電気設備　改設一式
本館（既存）
鉄筋コンクリート造
地上４階建
延床面積　約7,755㎡
電気設備　改設一式
外

本工事は、受変電設備改修
を主体とした工事であり、受
変電設備機器の更新時の配
慮は、建物性能を実現する上
で重要な要素である。

－

一
般
競
争

簡
易
型

(

従
来
方
式

)

－ ○ ○ 66.0 30 15 15 36.0

受変電設備
機器の更新
時に配慮す
べき事項に
関する技術
的所見

10 10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0



◇平成２３年度の発注業務一覧表【総合評価落札方式（簡易型）・公示前】　平成２４年２月２９日総合評価審査委員会（第１部会

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

1 企画部
鳥取・島根地区公共
事業労務費調査業
務

土木関係建設コン
サルタント業務

鳥取・島根地区にお
いて労務費を調査
し、工事設計労務単
価を決定するため
の基礎資料を得るも
の。

一般競争入札
（総合評価落札方
式・簡易型）

2 企画部
岡山・広島・山口地
区公共事業労務費
調査業務

土木関係建設コン
サルタント業務

岡山・広島・山口地
区において労務費
を調査し、工事設計
労務単価を決定す
るための基礎資料
を得るもの。

一般競争入札
（総合評価落札方
式・簡易型）

小
　
　
計

成績・表
彰

業
務
理
解
度

資格・実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

技術提案

合
 
 

計

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

実施方針

評価点（技術提案書）

有
益
な
代
替
案

工
程
計
画
の
妥
当
性

保
有
資
格

配置予定技術者

小
　
　
計

同
種
類
似
実
績

No 部名 業務名 業務種別 業務概要

入
札
契
約
方
式



◇平成２３年度の発注業務一覧表【プロポーザル方式・公示前】　平成２４年２月２９日総合評価審査委員会(第１部会）

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

1 道路部
道路交通円滑マ
ネジメント分析
検討業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

中国管内の道
路を網羅的に評
価するとともに、
評価結果を分析
し、評価手法の
検証を行う。

簡易公募型
プロポーザ
ル方式

2 道路部
中国地方の幹
線道路に関する
調査検討業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

中国地方におけ
る幹線道路の現
状・地域の課題
の整理や役割・
機能の分析検
討等を行う。

簡易公募型
プロポーザ
ル方式

3 企画部
広島湾流総基
本方針策定検
討業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

広島湾における
流域別下水道
整備総合計画
の基本方針の
策定を行う。

簡易公募型
プロポーザ
ル方式

4 企画部
広島湾閉鎖性
水域における再
生検討業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

広島湾再生行
動計画の推進・
検討を行う。

簡易公募型
プロポーザ
ル方式

5 企画部

中国ブロックに
おける社会資本
整備方針検討
業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

社会資本整備
の重点的な目標
の設定や施策
群を整理するた
めの検討等を行
う。

簡易公募型
プロポーザ
ル方式

配置予定技術者

特定における評価点（技術提案書）

成績・表
彰

登
録
等
の
有
無

表
彰
の
有
無

業
務
の
成
績

同
種
類
似
実
績

小
　
　
計

資格・実績

保
有
資
格

表
彰
の
有
無

業
務
の
成
績

雇
用
関
係

実施方針

成績・表
彰

配置予定管理技術者

手
持
ち
業
務
量

地
域
精
通
度

同
種
類
似
実
績

小
　
　
計

小
　
　
計

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

有
益
な
代
替
案

工
程
計
画
の
妥
当
性

No 部名 業務名
業
務
理
解
度

保
有
資
格

地
域
精
通
度

合
 
 

計

評価テーマ

技術提案

入
札
契
約
方
式

選定における評価点（参加表明書）

資格・実
績

表
彰
の
有
無

小
　
　
計

実
施
体
制
の
妥
当
性

同
種
類
似
実
績

資格・実績

業務概要 合
　
　
計

参加表明者

成績・表
彰

不
誠
実
な
行
為

業務種別

業
務
の
成
績

小
　
　
計

的確性 実現性

テ
ー
マ
内
容



◇平成２３年度の発注業務一覧表【総合評価落札方式（標準型）・入札前】　平成２４年２月２９日総合評価審査委員会（第１部会）

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

担
当
技
術
者

管
理
技
術
者

留
意
点
の
対
応
策
が
的
確

必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

1 企画部
中国地方整備局技
術審査業務

土木関係建設コンサ
ルタント業務

総合評価落札方式
で発注する工事にお
いて、工事入札参加
者から提出があった
競争参加資格確認
申請書等の分析・整
理を行う。

一般競争入札（総合
評価落札方式・標準
型）

地
域
精
通
度

テ
ー
マ
内
容

入
札
契
約
方
式

No 部名 業務名 業務種別 業務概要

保
有
資
格

配置予定技術者

小
　
　
計

合
 
 

計

評価テーマ

実
現
性

小
　
　
計

同
種
類
似
実
績

技術提案

的
確
性

実
施
体
制

資格・実績

評価点（技術提案書）

実施方針

小
　
　
計

業
務
理
解
度



◇平成２３年度の発注業務一覧表【総合評価落札方式（簡易型）・入札前】　平成２４年２月２９日総合評価審査委員会（第１部会）

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

1 企画部
中国統一建設資材価格
実態調査業務

土木関係建設コンサル
タント業務

中国地方整備局において広
域的に価格が設定される建
設資材の実勢価格調査を行
う。

一般競争入札（総合
評価落札方式・簡易
型）

2 企画部
鳥取・島根・山口地区建
設資材価格実態調査業
務

土木関係建設コンサル
タント業務

鳥取・島根・山口地区におい
て地区毎に価格が設定され
る建設資材の実勢価格調査
を行う。

一般競争入札（総合
評価落札方式・簡易
型）

3 企画部
岡山・広島地区建設資
材価格実態調査業務

土木関係建設コンサル
タント業務

岡山・広島地区において地
区毎に価格が設定される建
設資材の実勢価格調査を行
う。

一般競争入札（総合
評価落札方式・簡易
型）

技術提案

評価点（技術提案）

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

成績・表彰

配置予定技術者

小
　
　
計

合
 
 

計小
　
　
計

有
益
な
代
替
案

工
程
計
画
の
妥
当
性

実施方針

業
務
理
解
度

No 部名 業務名

入
札
契
約
方
式

業務種別 業務概要

表
彰
の
有
無

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

資格・実績

保
有
資
格



日 時：平成２４年２月２９日（水）13：30～ 

                      場 所：合同庁舎２号館 ８階会議室 

 

平成２３年度 中国地方整備局総合評価審査委員会 

第一部会（第１１回） 

 

議 事 次 第 

 

１．開  会                                                       

 

２．挨  拶  

 

３．議  事 

 

 【工事関係審査】 

       １）審査対象工事の全体説明 

 

２）審査対象工事の個別説明  

               

 【業務関係審査】 

３）審査対象業務の全体説明  

 

４）審査対象業務の個別説明  

 

４．閉  会 
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